
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成28年度決算）
愛知県公立陶生病院組合　公立陶生病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- 44 ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 500床以上 非設置 651

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 28 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 災 地 - 6 701

651

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 急性期医療を担う尾張東部医療圏唯一の公立病
院として、地域医療計画で位置付けられている5
疾病5事業（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿
病、精神疾患と救急医療、災害時医療、へき地
医療、周産期医療、小児医療）に係る医療並び
に結核及び感染症といった政策的かつ採算性の
面で民間では運営困難な医療を提供している。
また、地域医療支援病院、臨床研修病院として
地域医療を支える人材の育成を図るなど地域住
民の命と安全安心を守る役割を担っている。

- 65,693 非該当 ７：１ 651 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率、②医業収支比率は、7対1看護配置確
立のための人員増を行い25年度に悪化し26年度以降は
西棟(病棟)建設に係わる建物及び医療機器の購入によ
り減価償却費が24年度時点に比べほぼ倍増したことが
主因となっている。また、28年度に発生したＣＲＥの
院内感染に対応した入院制限による収入減（これは④
病床利用率の低下にも表れている)が、①経常収支比
率、②医業収支比率悪化に拍車をかけることとなっ
た。⑤入院患者１人１日当たり収益は平均値を下回る
状況が続くと共に伸び率も鈍化しており、⑥外来患者
も伸び率は同様の状況となっている。また、⑧材料費
対医業収益比率についても平均値よりも２ポイント以
上高い状況が継続している。②改善のためには材料調
達価格及び収益状況の更なる精査を行う必要があり、
これらの指標は当院の効率性の向上が病院全体で取り
組むべき喫緊の課題であることを示している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27H26 H27 H28 H24 H25 H26

84.3当該値 104.0 100.3 100.1 95.4 93.9 当該値 105.8 102.8

55,650 57,884

82.9 79.9

平均値 103.0 101.7 101.1 100.3 99.8 平均値

該当数値なし 該当数値なし 該当数値なし 当該値 83.3 82.099.0 96.4 95.3 当該値 該当数値なし 該当数値なし

81.2 80.7 79.5

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

45.6 41.7 37.7 36.8 33.9 平均値97.2 96.0 94.6 94.4 93.6 平均値 80.3 80.7

2. 老朽化の状況について

28年度において、①有形固定資産及び②機械備
品減価償却率が平均値を超えており、病棟や放
射線検査機器等の老朽化が進んでいると言わざ
るを得ない状況である。しかしながら、29年度
には新棟（東棟）が竣工し、機械備品も大幅に
更新されたところである。一方、これまでは累
積欠損金は発生していないが、中長期的に見る
と、増大する企業債に係る償還金及び支払利息
が、病院経営に多大な影響を及ぼすことは必至
であり、安定的な資金繰りに裏付けされた財政
計画の策定とその確実な実施が今後、さらに重
要度が増すものと考えている。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28 H24 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

59,159 60,787

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 14,082 14,865 15,610 16,993 17,68062,913 64,765

29.4当該値 44.0 45.8 44.9 47.0 49.0

平均値 56,653

当該値 28.4 28.5当該値 16,313 17,166 17,927 19,440 19,91459,122 59,578 28.8 29.3当該値 54,739

全体総括

平均値 25.6 26.2 26.3 27.5 27.4平均値 48.0 47.8 48.7 48.5 49.2

H26 H27 H28

28年度に策定した当院の新改革プランにおける
収支計画は、28年度決算値では収益等において
予測値を下回っている。また、新病棟の本格稼
働に合わせて、実態をより反映し、かつ上述し
たよう同時に材料調達等の支出面の見直し、収
益効率の検証等を行う必要がある。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27

52,298,793 50,866,298 50,715,641

「施設全体の減価償却の状況」 「機械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 48,095,074 50,135,188 50,543,381 51,238,617

当該値 61.8 47.5 49.4 54.2 58.4

H28 H24 H25

当該値 39,820,156 53,305,696当該値 67.1 45.1 52.3 60.2 68.2

51,669,762平均値 59.7 56.6 62.6 64.1 64.3平均値 46.4 45.9 50.7 51.3 51.2
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②医業収支比率(％)
【89.5】
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①経常収支比率(％)
【98.4】
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【50.7】
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②機械備品減価償却率(％)
【65.7】

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

60,000,000

③１床当たり有形固定資産(円)
【44,050,160】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.1】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.2】

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【13,758】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【49,667】


